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議会モニターの具体的な仕事

①議会運営に関する意見を議長に提出

②おぢか議会だより及び議会ホームペー

　ジ、小値賀町議会フェイスブックなど

　広報に関する意見を議長に提出

③年 1 回以上、議員と意見交換を行う

④議会が行うアンケート調査に回答する

⑤その他議長が必要と認めたこと

           　小値賀町議会モニター制度が、小値賀町議会基

本条例に基づき本年からスタートします。

　議会モニターとは議会の姿勢や運営、町の政策

などについて、ご意見や提言をしていただき、町

づくりに協力していただく住民のことです。

　任期は２年です。定員は 10 人以内とします。満

16 歳以上であれば誰でも応募できます。

　あなたも応募してみませんか？

　

本
年
６
月
定
例
会
に
お

い
て
、
小
値
賀
町
議
会
基

本
条
例
を
制
定
し
、
本
町

議
会
は
３
つ
の
方
針
に

従
っ
て
、
具
体
的
な
議
会

改
革
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

議
会
基
本
条
例
第
21
条

に
議
会
モ
ニ
タ
ー
の
設
置

を
謳
っ
て
お
り
、
そ
れ
に

基
づ
き
小
値
賀
町
初
の

「
議
会
モ
ニ
タ
ー
」
を
募

集
い
た
し
ま
す
。

　

定
員
は
10
人
程
度
と
し

て
お
り
、
任
期
は
２
年
間

で
す
。
応
募
資
格
は
満
16

才
以
上
の
町
民
で
、
町
議

会
の
仕
組
み
や
議
会
運
営

に
興
味
の
あ
る
方
、
町
政

及
び
地
域
社
会
の
発
展
に

関
心
の
あ
る
方
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

謝
礼
に
つ
い
て
は
、
原

則
無
償
と
し
ま
す
。但
し
、

能動的に行動する、町民と共に歩む、政策を提言する議会を町民の皆さんと共に創っていきます

町
政
及
び
地
域
社
会
の
発
展
に
関
心
が
あ
る
方
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議
会
運
営
に
関
心
が
あ
る
方
の
ご
参
加
を

議会モニター制度始動
：本町在住満 16 歳以上の町民

      　　で議会運営や町政及び地域

　　　　　社会の発展に関心のある方

：10 人以内

：2年（平成 30 年 10 月 31 日）

：原則無償

：

　　平成 28 年 10 月 20 日（月）まで

：申込者が定員を超えた場合

　　　　　は地区などを考慮し選定

：議会事務局にご連絡くださ

　　　　　い。

：小値賀町議会事務局

　　　　　　　小値賀町役場 3階

　　　　　　　電話：56 － 3111

　　　　　　   FAX：56 － 2796

議
長
が
必
要
と
認
め
た
場

合
は
謝
礼
、
交
通
費
相
当

額
を
出
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
町
の
こ
と
で
あ

り
、
自
分
た
ち
の
代
表
で

あ
る
議
会
の
事
で
あ
り
ま

す
の
で
、
な
に
と
ぞ
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上

げ
ま
す
。
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予
算
の
執
行
姿
勢
と　

　
　

そ
の
成
果
を
検
証

　

平
成
28
年
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
12
日
か
ら
21
日
の

10
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
の
主

な
も
の
は
平
成
27
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
で
す
。
特
別
委

員
会
を
設
置
し
て
９
月
15
日
・
16
日
に
集
中
審
議
。

　

初
日
は
夜
間
議
会
を
開
催
し
、
模
擬
公
聴
会
を
実
施
、

一
般
質
問
は
２
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　

９
月
12
日
の
初
日
は
夜

間
議
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
傍
聴
者
は
18
人
で
し

た
が
、
模
擬
公
聴
会
で
は

２
人
の
方
の
発
言
が
あ
り

傍
聴
者
の
目
線
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
今
田
議

員
、
宮
﨑
議
員
の
２
人
が

登
壇
し
、「
園
地
や
ト
イ

レ
の
整
備
に
つ
い
て
」「
街

灯
の
更
新
に
つ
い
て
」
町

長
に
質た
だ

し
ま
し
た
。（
12

9 月 12 日の夜間議会。傍聴者は 18 人。

頁
）

　

決
算
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
集
中
的
に
質
疑
を

行
い
（
６
頁
）、
平
成
27

年
度
の
成
果
を
検
証
し
ま

し
た
。

　

土
川
委
員
長
は
、
本
会

議
で
委
員
会
報
告
を
行

い
、
全
員
一
致
で
決
算
を

認
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
議
案
は
補

正
予
算
２
件
、
条
例
改
正

議
案
２
件
な
ど
で
、
７
件

の
議
案
を
す
べ
て
原
案
可

決
し
ま
し
た
。（
９
頁
）

　

そ
の
他
報
告
３
件
、
意

見
書
１
件
で
し
た
。

　

決算特別委員会

区分 決算額
町税 1 億 5300 万円
地方譲与税 2245 万 6000 円
利子割交付金 21 万 8000 円
配当割交付金 61 万 2000 円
株式等譲渡所得割交付金 51 万 2000 円
地方消費税交付金 4823 万 8000 円
自動車取得税交付金 274 万円
地方特例交付金 11 万 5000 円
地方交付税 18 億 3820 万 9000 円
交通安全対策特別交付金 ０
分担金及び負担金 1190 万 1808 円
使用料及び手数料 4943 万 2705 円
国庫支出金 2 億 6750 万 1268 円
県支出金 2 億 3678 万 3498 円
財産収入 2030 万 7466 円
寄附金 285 万 3000 円
繰入金 1 億 649 万 541 円
繰越金 5986 万 227 円
諸収入 5805 万 1192 円
町債 2 億 2707 万９000 円

歳　入 歳　出
一般会計 31 億 636 万 705 円 29 億 310 万 4291 円
国民健康保険特別会計 6 億 229 万 2343 円 6 億 93 万 2312 円
簡易水道特別会計 8437 万 6934 円 8145 万 235 円
渡船特別会計 1 億 5682 万 7373 円 1 億 4212 万 6843 円
診療所特別会計 3 億 9756 万 6522 円 3 億 8554 万 7878 円
下水道特別会計 1 億 6915 万 2082 円 1 億 6105 万 8456 円
介護保険事業特別会計 4 億 476 万 9517 円 3 億 8517 万 9304 円
後期高齢者医療保険特別会計 4375 万 4172 円 4272 万 381 円

区分 決算額
議会費 5878 万 424 円
総務費 6 億　783 万 1733 円
民生費 4 億 9022 万 5579 円
衛生費 2 億 4114 万 5787 円
農林水産業費 4 億 4673 万 5222 円
商工費 1 億 1549 万 7611 円
土木費 2 億　452 万 9096 円
消防費 1 億 8235 万 5658 円
教育費 1 億 9380 万 2884 円
災害復旧費 ０
公債費 3 億 3544 万 5297 円
諸支出金 2675 万 5000 円
予備費 ０

平成 27 年度　一般会計・歳入歳出決算

平成 27 年度　各会計・歳入歳出決算

夜間議会傍聴のため、
3 階本会議室入口へ向かう町民

町長は行政報告で世界遺産関連の
新たな動きなどを報告



決算特別委員会
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問：水産加工推進事業についてだが、試験的

　　に何をやったのか。

答：試作として、エソ、黒カマス、トビウオ
　　のカマボコとヤズ、スルメイカの燻製、
　　1 次加工でブリ、アジ、スズキ、シイラ
　　の切り身等を行った。モニターが水産加
　　工推進協議会や町職員に限られているの
　　で、意見を聞く範囲を広げたい。

賛成討論　宮﨑良保議員

　歳出の予算執行率が 88，7％と低くなっ
ているのが気にかかる。予算の算定時にきち
んとした資料づくりに気を配ること。
　財政化判断比率は実質赤字比率をはじめす
べての判断基準が該当なしの結果となってお
り、平成 27 年度の決算は一般会計及び特別
会計合わせて認定すべきと思います。（抜粋）

問：離島留学制度等調査研究事業はどこまで

　　すすんでいるのか。

答：離島活性化交付金を活用して、協議会を
　　立ち上げ、大学の先生を 2 名、学校関
　　係者、保護者等でやっている。まずは、
　　高校生の留学を検討している。先進地視
　　察をするなど協議を進めているが、まだ
　　はっきりした形にはなっていない。

問：小値賀交通の利用客数を伸ばすために、

　　今後どのような事を考えているのか。

答：観光客の増加も見込まれるが、便数が少
　　なくて利用しづらいというのは否めな
　　い。日曜日は運休しているが、利用状況
　　を見ながら改善をしないといけないと
　　思っている。

問：時間外手当が、平成 26 年度と比較する

　　と大幅に増えているが、理由は何か。

答：仕事量に対応するためにどうしても時間
　　外勤務が出てくる。警報が出ると役場に
　　待機しないといけないなどやむを得ない
　　部分も増えている。課長会でも極力時間
　　外勤務が発生しないように徹底してい
　　る。

委員長報告　土川重佳委員長

　委員からの要望や意見または指摘事項について

は、新年度の予算編成や行政執行に活かされるよ

う努力されることを強く望みます。

　特に、今後は、町民のニーズを的確に把握し、

優先順位をつけ、事業の取捨選択、更には、創意

と工夫により一層の効率化と徹底した節減・合理

化に町長以下職員一丸となった取り組みを切に希

望します。（抜粋）

問：財産収入が平成 26 年度に比べ倍増して

　　いる理由は？

答：旧ターミナルの残土埋め立て地使用料収
　　入が約 800 万円増えたのが主な要因。

問：住宅使用料の、未収額が減少した理由は？

答：大口滞納者 2 名分の徴収を行ったため。

問：教育費の不用額が平成 26 年度に比べて

　　約 400 万円増えているがその要因は？

答：学校関係で不用額が多いが、原因は経費
　　削減努力と予算計上時の過大見積もり
　　だ。今後は、年度内に精査するように指
　　導したい。

質疑応答抜粋



報告３件
①平成２７年度決算に基づく健全化判断比率及び資

　金不足比率の報告

②小値賀交通株式会社の経営状況の報告

③一般財団法人小値賀町担い手公社の経営状況の報告

◎平成 28 年度　一般会計補正予算（第２号）を原案可決
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4680 万円を追加し、
　　　予算総額を 32 億 5550 万円に

　　

　

議
会
は
、
大
田
一
夫
氏
の
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
同
意
し
ま
し

た
。

　

町
内
の
固
定
資
産
課
税
に
関
す
る
不
服
審

査
な
ど
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。
任
期
は

３
年
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　初めての委員就任ですが、

微力ながら務めさせていただ

きます。よろしくお願い申し

上げます。

　

繰
越
金
４
８
６
８
万
４

千
円
の
増
額
補
正

　

町
債
１
１
７
０
万
７
千

円
の
増
額
補
正

　

繰
入
金
１
億
４
８
８
７

万
２
千
円
の
減
額
補
正
な

ど
。

　

繰
入
金
の
補
正
は
、
振

興
基
金
へ
も
ど
す
も
の
で

す
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
地
方
交
付
税

の
１
億
２
６
０
６
万
８
０
０
０
円

◎平成 28 年度

下水道事業特別会計補正予算（第１号）原案可決

801 万 3000 円を追加し、
予算総額を１億 5681 万 3000 円に

歳
出
の
主
な
も
の
は
農
林
水
産
業
費

の
２
２
０
２
万
５
０
０
０
円

　

民
生
費
１
９
４
０
万
円

の
増
額
補
正

　

商
工
費
の
４
８
９
万
３

千
円
の
増
額
補
正

　

土
木
費
の
３
７
５
万
１

千
円
の
減
額
補
正
な
ど
。

　

農
林
水
産
業
費
の
増
額

補
正
は
、
農
産
物
加
工
場

建
設
費
の
５
５
０
万
円
の

増
額
分
が
主
な
も
の
で

す
。
農
産
物
加
工
場
工
事

費
の
増
額
は
、
積
算
根
拠

の
値
が
２
年
前
の
も
の
で

あ
っ
た
た
め
、
再
度
計
算

し
な
お
し
て
増
額
補
正
す

る
も
の
で
す
。。

　

民
生
費
の
増
額
補
正

は
、
子
育
て
支
援
世
帯
保

育
料
軽
減
事
業
費
補
助
金

５
７
０
万
２
千
円
が
主
な

も
の
で
す
。

　

商
工
費
は
、
野
崎
島
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
工
事
の

増
額
が
主
な
も
の
で
、
こ

こ
に
き
て
、
建
設
予
定
地

の
排
水
工
事
の
必
要
性
が

出
て
き
た
の
で
、
そ
の
分

の
追
加
工
事
費
用
で
す
。

　歳入の主なものは、繰越金で、709
万 3000 円です。
　歳出では経営戦略作成委託業務の
800 万円です。
　質疑では、委託に際しての仕様書な
ど必要な書類や委託業務に対する町の
姿勢を質しました。それに対して、業
務委託に際しての諸項目については、
きちんと事務処理をしているとの答弁
でした。

条
例
の
改
正
２
件

◎
小
値
賀
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
案
）

◎
小
値
賀
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
案
）

　

い
ず
れ
も
、
国
の
所
得
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
法
に
基
づ
き
関
連
個
所
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

　

改
正
内
容
は
、
外
国
で
働
い
て
い
る
方
々
の
所
得
税
の
税
率
が
変
わ
る
も
の
で
す

が
、
本
町
に
お
い
て
は
該
当
す
る
方
々
は
現
在
は
お
り
ま
せ
ん
。

　

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

意
見
書

◎
国
に
よ
る
子
ど
も
医
療
費
無
料
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）

　

末
永
総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
委
員
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
案
を
満
場
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、
無
料
化
に
近
い
形
で
助
成
を
し
、
基
本
１
回
８
０
０
円
の
個
人
負
担

以
外
は
無
料
と
す
る
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
（
２
か
所
以
上
診
療
は
別
）。
少
子
化
対

策
の
一
環
と
し
て
国
が
制
度
と
し
て
無
料
化
を
進
め
る
べ
き
と
の
趣
旨
説
明
で
し
た
。

　

賛
成
討
論
に
は
、
土
川
議
員
が
立
ち
、
本
町
の
取
り
組
み
や
、
本
来
、
国
が
率
先

し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
だ
と
し
て
意
見
書
案
に
賛
成
の
意
思
を
示
し
ま
し
た
。

固定資産評価審査委員会委員選任の同意

大田一夫氏

◎長崎県市町村総合事務組合規約の変更については、

　原案を可決しました。

下水道施設を視察し説明を受ける産業建設常任委員会
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本定例会は、2人の議員が登壇し、次の内容で質問しました。

◎今田光弘議員「園地等の管理と公衆トイレの管理及び設置について」

◎宮﨑良保議員「町内に設置している街灯の更新について」

　一般質問は、議員が取り組んでいる政策や町の課題等行政全般に

わたる事柄について、執行機関 ( 役場 ) の見解、取り組みをただし

たり、また、提案、誘導していく議員主導の政策論議です。

　執行機関の政治姿勢を明らかにし、それに対する政治責任を明確

にさせたり、結果としては、『現行の政策を変更』、是正させ、ある

いは『新規政策を採用』させるなどの目的効果があります。

　

傍
聴
者
の
皆
様
の
生
の
意
見

を
伺
う
こ
と
、
そ
し
て
な
に
よ

り
町
民
共
に
歩
む
議
会
を
実
現

し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
こ
の
度
模
擬
公
聴

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
お
け
る
論
議
を

聞
い
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
の

か
傍
聴
者
の
方
々
に
直
接
意
見

を
伺
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

傍
聴
し
て
い
て
疑
問
に
思
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
い
く
つ
か
の
質
問
が
出
さ

れ
る
な
ど
、
本
町
の
課
題
に
興

味
を
示
し
て
い
た
だ
く
姿
勢
が

見
ら
れ
う
れ
し
く
思
い
ま
し

た
。

　

「
緊
張
し
た
」
と
の
声
も
あ

り
、
気
楽
に
意
見
を
言
え
る
よ

う
に
な
る
に
は
少
し
の
時
間
が

必
要
の
よ
う
で
す
が
、
自
分
た

ち
の
議
会
と
し
て
み
ん
な
が
参

加
す
る
地
方
自
治
を
目
指
し
て

今
後
も
こ
う
し
た
取
り
組
み
を

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

小値賀町民 700 人が参加

　

第
１
回
か
ら
平
成
９
年

ま
で
は
、
小
値
賀
小
学
校

グ
ラ
ン
ド
（
現
北
松
西
高

グ
ラ
ン
ド
）
か
ら
中
学
校

グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
5
年
に
「
特
定
地

域
に
お
け
る
若
者
定
住
促

進
等
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
指
定
を
受
け
、
5

年
の
歳
月
と
約
24
億
円
の

事
業
費
を
か
け
て
、
平
成

10
年
5
月
に
完
成
し
た
現

在
の
総
合
グ
ラ
ン
ド
に
お

い
て
第
33
回
町
民
体
育
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
18
年
、本
年
、

グ
ラ
ン
ド
の
大
幅
な
修
復

工
事
を
行
い
、
９
月
25
日

第
50
回
と
い
う
記
念
の
大

会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

記
念
行
事
と
し
て
町
民

体
育
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
大

会
に
先
立
ち
、　

あ
の
有

名
な
ラ
ジ
オ
体
操
の
生
放

送
が
小
値
賀
で
実
施
さ

れ
、
町
民
の
約
４
分
の
１

の
７
０
０
人
が
早
朝
に
も

か
か
わ
ら
ず
参
加
。
ピ
ア

ノ
の
生
演
奏
で
ラ
ジ
オ
体

操
。
元
気
な
掛
け
声
を
全

国
に
届
け
ま
し
た
。

　

本
番
の
町
民
レ
ク
は
記

念
大
会
と
い
う
こ
と
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

特
に
多
く
の
女
性
に
よ

る
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
節

は
圧
巻
で
し
た
。
ま
だ
ま

だ
、
小
値
賀
の
パ
ワ
ー
は

健
在
で
す
。
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今
田
光
弘
議
員

　

町
内
の
園
地
に
お
い
て

雑
草
や
雑
木
が
生
い
茂
り

観
光
客
は
が
っ
か
り
し
て

い
る
と
聞
き
整
備
の
必
要

性
を
感
じ
る
。

　

今
後
、
必
要
に
応
じ
て

伐
採
し
、
園
地
ら
し
い
元

の
姿
に
戻
す
考
え
は
な
い

か
伺
う
。

　

西　

浩
三
町
長　

　

草
刈
り
作
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
交
通
安
全
を
第

一
と
し
ま
し
て
、
景
観
の

問
題
は
そ
の
次
に
な
っ
て

い
る
こ
と
は
い
な
め
ま
せ

ん
。

　

平
成
25
年
よ
り
増
員
を

し
て
お
り
、
現
在
7
名
の

作
業
員
で
、広
大
な
道
路
・

公
園
の
維
持
に
当
た
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
検
討
し
て
み
ま

す
。　

今
田
議
員

　

県
道
沿
い
に
は
島
々
を

望
む
雄
大
な
眺
望
が
得
ら

れ
る
絶
好
ポ
イ
ン
ト
が
あ

る
の
で
法
面
を
整
備
し
、

駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
っ

て
は
ど
う
か
。

 

中
村
産
業
振
興
課
長

　

幹
線
道
路
で
、
子
ど
も

も
通
う
通
学
路
で
も
あ
り

ま
す
。

　

安
全
面
も
踏
ま
え
て
、

総
合
的
に
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
田
議
員

　

清
潔
で
快
適
な
ト
イ
レ

は
、
観
光
地
と
し
て
の
基

本
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

ト
イ
レ
の
新
た
な
設
置

や
現
在
の
ト
イ
レ
の
維
持

管
理
な
ど
見
直
す
点
が
あ

る
と
思
う
が
町
長
の
考
え

は
？　

　

西　

町
長

　

新
た
に
整
備
す
る
と
な

る
と
、
地
元
と
の
調
整
や

管
理
の
方
法
な
ど
考
慮
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

観
光
用
と
共
同
使
用
を

考
慮
し
た
ト
イ
レ
や
公
衆

ト
イ
レ
の
問
題
に
し
て
も

公
園
の
ト
イ
レ
が
あ
り
、

消
防
詰
め
所
の
ト
イ
レ
が

あ
り
ま
す
が
、
管
理
者
も

バ
ラ
バ
ラ
、
掃
除
の
頻
度

も
バ
ラ
バ
ラ
で
す
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
等
を
総

合
的
に
判
断
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

宮
﨑
良
保
議
員

　

小
値
賀
町
の
夜
間
通
行

の
安
全
確
保
と
防
犯
の
た

め
に
設
置
し
て
い
る
街
灯

は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
。
役
場
と
各
集
落
が
管

理
し
て
い
る
が
、
そ
の
区

割
り
は
い
つ
か
ら
で
き
て

い
る
の
か
。

　

西　

浩
三
町
長

　

昭
和
50
年
代
と
記
憶
し

て
い
ま
す
。
通
学
路
は
費

用
の
分
担
方
法
が
難
し

か
っ
た
こ
と
か
ら
町
が
全

額
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

集
落
内
の
街
灯
は
、
維
持

管
理
の
実
情
を
よ
く
わ

か
っ
て
い
る
各
地
区
に
お

願
い
し
、
電
気
料
金
や
修

理
代
を
町
が
補
助
し
て
い

ま
す
。
集
落
と
集
落
の
間

の
街
灯
は
、
通
学
路
と
し

て
の
安
全
確
保
の
た
め
、

町
が
直
轄
で
管
理
し
て
い

ま
す
。

　

宮
﨑
議
員

　

地
区
の
負
担
の
大
き
さ

を
考
え
る
と
、
町
道
や
県

道
沿
い
の
街
灯
は
町
が
管

理
し
て
は
ど
う
か
。

　

西　

町
長

　

各
集
落
の
街
灯
の
管
理

は
引
き
続
き
そ
の
地
区
に

お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

宮
﨑
議
員

　

耐
用
年
数
が
長
く
、
省

エ
ネ
に
も
な
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

街
灯
に
切
り
替
え
て
い
く

考
え
は
な
い
の
か
。

　

西　

町
長

　

主
旨
は
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

　

電
球
だ
け
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変

え
る
と
い
う
の
は
難
し
い

こ
と
か
ら
、
街
灯
そ
の
も

の
を
変
え
る
必
要
が
あ

り
、
ま
た
、
老
朽
化
も
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

か
な
り
の
費
用
が
か
か

り
ま
す
。

　

地
元
の
負
担
を
極
力

減
ら
し
つ
つ
、
や
る
か

ら
に
は
一
気
に
変
え
た

方
が
省
エ
ネ
の
町
と
い

う
こ
と
に
も
な
る
の

で
、
十
分
に
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

   問題提起と

各
施
設
の
事
情
を
勘
案
し
、
総
合
的
に
判
断
し
ま
す

   　　わたしのていげん

や
る
か
ら
に
は
一
気
に
や
る
ほ
う
が
良
い
が
、

　
　
　
　

財
源
や
地
元
負
担
の
こ
と
も
考
え
て
今
後
検
討
し
ま
す

問答

問答問

答

問答

問

問 答答
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総
務
文
教
厚
生
常
任
委

員
会
は
、
所
管
事
務
範
囲

が
広
い
の
で
、
多
く
の
問

題
に
目
を
向
け
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

特
に
今
、
力
を
入
れ
て

い
る
と
こ
ろ
は
、
野
崎
の

諸
問
題
で
す
。

　

鹿
に
よ
る
食
害
も
考
え

ら
れ
る
東
側
斜
面
の
近
年

の
急
激
な
荒
廃
と
、
そ
れ

に
よ
る
地
肌
露
出
の
海
に

対
す
る
悪
影
響
を
懸
念
す

る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
、

野
崎
の
自
然
の
保
護
の
仕

方
に
つ
い
て
研
究
し
協
議

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

合
わ
せ
て
、
世
界
遺
産

登
録
が
目
前
に
迫
る
中
、

野
崎
の
文
化
的
資
産
の
保

全
及
び
活
用
に
つ
い
て
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
ま
で
ほ
と
ん
ど
訪
れ

る
人
が
い
な
い
状
態
か

ら
、
一
気
に
入
島
者
が
急

増
す
れ
ば
、
新
た
な
問
題

が
発
生
し
ま
す
。
事
前
に

先
進
地
な
ど
を
調
査
し
、

考
え
ら
れ
る
状
態
を
想
定

し
、
あ
ら
か
じ
め
手
を
打

つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

野
崎
島
を
訪
れ
る
人
は

年
々
増
え
て
、
平
成
25
年

度
１
３
５
５
人
、
平
成
27

年
度
は
、
３
５
０
０
人
と

世
界
遺
産
登
録
の
情
報
が

伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
入
島
者
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

入
島
者
が
増
え
る
こ
と

で
、ト
イ
レ
や
ご
み
問
題
、

自
然
や
文
化
的
資
産
に
対

す
る
マ
ナ
ー
等
の
問
題
な

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　
　

松
屋
治
郎

　

人
口
減
少
、
高
齢
化
、

後
継
者
不
足
が
進
み
、
本

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

漁
業
を
中
心
に
、生
産
性
、

生
産
活
動
の
低
下
が
著
し

い
中
、
担
い
手
公
社
は
町

と
連
携
し
農
業
の
担
い
手

の
研
修
育
成
や
産
業
振

興
、
雇
用
の
創
出
等
、
町

全
体
の
活
性
化
や
振
興
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後

益
々
担
い
手
公
社
の
役
割

が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
実
態
調
査
を

行
う
た
め
と
と
も
に
研
修

生
、
就
農
者
、
担
い
手
公

社
社
員
等
と
意
見
交
換
等

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
町

の
振
興
、
活
性
化
に
つ
な

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

産業建設常任委員会島内視察について　　　　　　　　　　　　　　

　日　時　平成 28 年 9 月 7 日

　出席者　松屋委員　浦委員　宮﨑委員　横山委員　今田委員

　視察先　担い手公社　研修棟・トマト選果棟・農機具棟・有機センター・

　　　　　育苗ハウス・山羊ステーション・ピーナッツ収穫現場

　説明員　担い手公社　松本事務局長

ど
、
野
崎
島
全
体
の
新
た

な
視
点
が
必
要
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

野
崎
島
の
保
全
と
活
用

の
た
め
の
一
定
の
ル
ー
ル

づ
く
り
が
必
要
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
委
員
会
で
は
、
条
例

づ
く
り
も
視
野
に
入
れ

て
、
本
町
の
観
光
の
方
策

と
自
然
環
境
保
全
の
問
題

を
両
立
さ
せ
、
町
の
発
展

の
た
め
に
委
員
一
同
頑

張
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
協
力
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

野
崎
島
の
自
然
環
境
と
文
化
的

　
　
　
　

資
産
の
保
全
問
題
に
注
目

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　
　

末
永
一
朗
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議会の真価を発揮することが住民の適正な評価に

　　　地方創生は注意深く、 そして上手に活用
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７
月
４
日
、
長
崎
市
内

の
長
崎
県
市
町
村
職
員
共

済
会
館
に
お
い
て
、
長
崎

県
下
町
村
議
会
議
員
研
修

会
が
開
か
れ
、
土
川
議
員

を
除
く
全
議
員
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

講
師
は
、
元
全
国
都
道

府
県
議
会
議
長
会
事
務
局

次
長
・
議
事
調
査
部
長
の

鵜
沼
信
二
氏
と
、
立
命
館

大
学
政
策
科
学
部
教
授
の

平
岡
和
久
氏
の
二
人
で
、

そ
れ
ぞ
れ
「
地
方
議
会
・

議
員
の
役
割
と
権
限
」、

「
地
方
創
生
と
町
村
の
課

題
」
と
題
し
て
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
会
改
革
の
必
要
性

と
そ
の
方
向

　
「
地
方
議
会
・
議
員
の

役
割
と
権
限
」
に
つ
い
て

は
、
議
会
と
議
員
活
動
に

対
す
る
住
民
の
評
価
と
議

員
自
身
の
意
識
と
が
乖

離
し
て
い
る
こ
と
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
住
民
の

適
正
な
評
価
を
得
て
、

議
員
と
住
民
の
意
識
乖

離
の
縮
小
を
図
る
た
め

に
は
議
会
改
革
が
必
要

で
あ
る
こ
と
、
議
会
の

真
価
を
発
揮
す
る
機
能

と
し
て
「
政
策
形
成
機

能
」、「
審
議
・
決
定
機

能
」、「
住
民
代
表
機
能
」

の
３
つ
の
本
質
的
な
機

能
が
あ
り
、
そ
れ
を
十

分
に
発
揮
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

中
央
統
制
の
問
題
点

と
地
方
創
生
の
取
り

組
み

　
「
地
方
創
生
と
町
村

の
課
題
」に
つ
い
て
は
、

自
治
体
消
滅
論
を
唱
え

る
い
わ
ゆ
る
「
増
田
レ

ポ
ー
ト
」
の
意
味
や
、

そ
れ
に
対
す
る
批
判
等

を
踏
ま
え
、
地
方
創
生

総
合
戦
略
づ
く
り
に
つ
い

て
の
全
体
像
を
示
さ
れ
ま

し
た
。
な
ぜ
、
今
「
地
方

創
生
」
か
に
つ
い
て
の
解

説
、
総
合
戦
略
に
お
け
る

中
央
統
制
の
問
題
点
等
を

指
摘
し
、地
方
創
生
の「
ワ

ナ
」に
か
か
ら
な
い
よ
う
、

問
題
点
を
理
解
し
、
う
ま

く
活
用
す
る
姿
勢
が
大
事

だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
後
、
出
席
議
員
全

員
で
研
修
会
を
振
り
返

り
、
今
回
の
要
点
、
新
た

に
知
っ
た
情
報
等
を
今
後

の
議
会
活
動
に
活
か
し
、

さ
ら
な
る
議
会
改
革
を
進

め
て
い
く
こ
と
を
改
め
て

決
意
し
ま
し
た
。

長
崎
県
下
の
町
議
会
議
員
の
研
修
に
参
加

国
境
離
島
新
法
を
活
用
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

活
性
化
策
を
検
討
し
提
言
へ

　

今
年
の
４
月
に
国
境
離

島
新
法
成
立
後
、
委
員
会

は
、
こ
の
新
法
を
活
用
す

る
あ
ら
ゆ
る
施
策
に
つ
い

て
協
議
を
重
ね
て
い
ま

す
。

　

５
名
の
委
員
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
新
法
に
謳
わ

れ
て
い
る
国
境
離
島
に
係

る
地
域
社
会
の
維
持
な

ど
、
関
係
担
当
課
と
も
何

度
も
意
見
交
換
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

小
値
賀
町
も
他
の
離
島

と
お
な
じ
よ
う
な
問
題
を

た
く
さ
ん
抱
え
て
い
ま

す
。

　

人
口
減
少
、
後
継
者
不

足
、
漁
業
、
農
業
、
商
工

業
の
振
興
策
な
ど
、
ど
れ

も
急
い
で
対
策
を
必
要
と

す
る
案
件
で
す
。

　

ま
た
、
海
上
交
通
に
つ

い
て
も
フ
ェ
リ
ー
の
利
便

性
の
問
題
、
こ
れ
か
ら

益
々
増
え
る
で
あ
ろ
う
観

光
客
に
対
応
で
き
る
海
上

交
通
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
少

し
で
も
解
決
し
、
よ
く
な

る
よ
う
に
、
国
境
離
島
新

法
を
最
大
限
、
活
用
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

　

こ
の
新
法
は
10
年
間
の

時
限
立
法
で
す
。
来
年
４

月
か
ら
の
施
行
で
す
が
今

後
10
年
間
、
小
値
賀
町
が

活
性
化
す
る
こ
と
と
を
念

頭
に
し
か
っ
か
り
取
り
組

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

委
員
長　
　

横
山
弘
藏　

　

な
お
、こ
の
10
月
に
は
、

特
別
委
員
会
の
報
告
書
を

提
出
す
る
予
定
に
し
て
い

ま
す
。

小値賀町議会だより 97 号（16）
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8
月
25
日
に
長
崎
県
市

町
村
会
館
に
お
い
て
、
県

下
町
村
議
会
委
員
長
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

末
永
総
務
文
教
厚
生
常

任
委
員
会
委
員
長
、
松
屋

産
業
建
設
常
任
委
員
会
委

員
長
、
宮
﨑
広
報
常
任
委

員
会
委
員
長
、
土
川
議
会

運
営
委
員
会
委
員
長
と
、

横
山
国
境
離
島
活
性
化
推

進
特
別
委
員
会
委
員
長
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

全
国
都
道
府
県
議
会
議

長
会
元
議
事
調
査
部
長
の

野
村
稔
氏
に
よ
る
「
委
員

長
の
任
務
と
運
営
に
つ
い

て
」、
ま
た
、
読
売
新
聞

東
京
本
社
編
集
局
企
画
員

の
青
山
彰
久
氏
に
よ
る

「
地
方
創
生
と
地
方
議
会

の
役
割
に
つ
い
て
」、
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

野
村
氏
の
講
演
で
は
、

長
年
、
全
国
都
道
府
県
議

会
議
長
会
で
働
い
て
こ
ら

れ
、
会
議
規
則
や
政
務
活

動
費
の
条
例
準
則
作
り
で

大
変
、
苦
労
し
た
裏
話
や

議
会
だ
よ
り
の
編
集
の
仕

方
な
ど
、
興
味
深
い
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　
　

　

次
に
青
山
氏
の
講
演

は
、
今
の
安
倍
政
権
と
地

方
創
生
の
こ
と
な
ど
を
話

さ
れ
、
憲
法
で
保
障
さ
れ

て
い
る
地
方
自
治
体
は
、

ど
ん
な
に
人
口
が
減
っ
て

も
国
は
「
あ
な
た
の
自
治

体
を
閉
じ
て
く
だ
さ
い
。

お
金
は
出
し
ま
せ
ん
よ
」

と
は
言
え
な
い
こ
と
、
し

か
し
地
方
消
滅
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
そ
の
地
域
の
住

民
が
や
れ
な
い
と
諦
め
た

時
で
あ
り
、
今
、
ま
さ
に

地
域
住
民
の
頑
張
り
ど
こ

ろ
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。　

　

こ
の
研
修
に
参
加
し

て
、
委
員
会
委
員
長
と
し

て
の
役
割
を
認
識
し
、
よ

り
住
み
よ
い
小
値
賀
町
を

目
指
し
て
努
力
す
る
よ
う

に
思
い
を
強
く
し
た
研
修

会
で
し
た
。

　

な
お
、研
修
会
終
了
後
、

県
庁
を
訪
れ
、
国
境
離
島

新
法
に
つ
い
て
県
の
担
当

者
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

県
内
の
21
の
自
治
体
の

ほ
と
ん
ど
が
行
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
年
に
１
回
、

県
庁
で
知
事
に
直
接
本
町

の
課
題
や
取
り
組
み
に
つ

い
て
説
明
し
、
計
画
中
の

事
業
の
支
援
等
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
９
月
８
日
、

県
庁
２
階
の
応
接
室
で
行

い
ま
し
た
。

　

予
定
時
間
の
20
分
前
か

ら
ス
タ
ン
バ
イ
し
、
知
事

の
登
場
を
待
ち
ま
す
。

　

時
間
が
近
づ
く
と
、
総

務
部
長
、企
画
振
興
部
長
、

政
策
監
、
文
化
観
光
国
際

部
長
、
水
産
部
長
、
農
林

部
長
、
土
木
部
長
、
教
育

次
長
な
ど
が
次
々
と
着
席

し
ま
す
。

　

こ
ち
ら
は
、
西
町
長
を

先
頭
に
、
議
長
、
教
育
長
、

総
務
課
長
、
建
設
課
長
、

産
業
振
興
課
長
が
対
面
に

着
席
し
て
い
ま
す
。

　

３
時
き
っ
か
り
に
中
村

知
事
が
入
室
し
ま
し
た
。

全
員
が
起
立
で
す
。
着
席

を
促
さ
れ
、
中
川
総
務
課

長
の
司
会
で
今
年
の
小
値

賀
町
の
知
事
要
望
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

西
町
長
が
あ
ら
か
じ
め

用
意
を
し
て
い
た
要
望

書
を
基
に
、
重
点
要
望

の
８
項
目
を
説
明
し
支

援
の
お
願
い
を
し
ま
し

た
。

　

本
年
の
主
な
要
望

は
、
航
路
問
題
、
農
業

振
興
問
題
、
漁
業
振
興

問
題
な
ど
で
し
た
。

　

知
事
は
じ
め
、
担
当

部
長
か
ら
の
返
事
を
い

た
だ
き
、
き
っ
か
り
予

定
の
30
分
で
終
了
し
ま

し
た
。

１
年
に
１
回
、
県
庁
で
行
っ
て
い
る

　
　
　
　
　

知
事
要
望
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

地方創生と町議会の役割

今まさに、地域住民の頑張りどころ

地
方
消
滅
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
地
域

の
住
民
が
や
れ
な
い
と
諦
め
た
と
き

県下町村議会議長会委員長研修会報告
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朝
一
番
、
テ
レ

　
　
　

ビ
を
つ
け
る
と
、

　
　
　

東
京
豊
洲
新
市
場

　
　
　

の
建
設
問
題
と
富

　
　
　

山
市
議
会
の
政
務

　
　
　

活
動
費
の
不
適
切

な
処
理
に
関
す
る
事
項
。

　

建
設
前
の
調
査
は
し
な

か
っ
た
の
か
東
京
都
議

会
。

　

議
長
ま
で
辞
職
に
な
る

ほ
ど
形
骸
化
し
て
い
る
富

山
市
議
会
。

　

本
町
で
は
、
何
度
も
自

腹
を
覚
悟
で
、
陳
情
し
て

も
進
展
が
見
ら
れ
な
い

フ
ェ
リ
ー
新
建
造
問
題
。

自
然
環
境
保
全
問
題
に
も

個
人
的
な
調
査
と
し
て
議

会
費
に
頼
ら
ず
行
動
す
る

本
町
議
員
。

　

同
じ
地
方
議
会
な
の

に
、
私
達
に
政
務
活
動
費

の
交
付
は
無
い
。

　

そ
れ
で
も
「
我
々
の

方
が
頑
張
っ
て
い
る
よ

な
」
っ
て
思
い
な
が
ら
、

熱
い
コ
ー
ヒ
ー
を
口
に
。

　
　
　
　
　

宮
﨑
良
保

　

議
会
基
本
条
例
の
町
民

と
共
に
歩
む
議
会
の
章
の

中
に
謳
っ
て
い
ま
す
。

　

年
に
１
回
「
議
会
と
語

ろ
う
会
」
を
開
催
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
が
、
本

年
は
10
月
・
11
月
中
に
実

施
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
参
加
し
た
団

体
・
グ
ル
ー
プ
は
、
小
発

動
組
合
、
若
手
農
業
者
、

漁
業
婦
人
部
、
連
合
婦
人

会
、
友
遊
会
、
商
工
青
年

部
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

I
タ
ー
ン
者
の
会
な
ど
で

す
。

　

実
施
希
望
の
団
体
・
グ

ル
ー
プ
の
方
々
の
要
望
を

ま
ず
は
募
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

実
施
日
時
、
場
所
、
時

間
等
は
双
方
の
都
合
で
決

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
、
意
見

交
換
し
た
い
方
な
ど
、
中

身
を
詳
細
に
知
り
た
い
方

な
ど
お
気
軽
に
議
会
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

申
込
者
が
い
な
い
場
合

は
、議
会
か
ら
選
択
し
て
、

　町内の各種団体・グループを対象に、自由な

テーマで議会と意見交換をする「議会と語ろう

会」を 10 月・11 月に開催します。

　「肩ひじ張らずに意見交換」をモットーに今年

もみなさんと時間を共有したいと思います。

　開催を希望する団体・グループの方々は、議会

事務局までご連絡ください。

　小値賀町議会事務局：TEL　５６－３１１１

開
催
の
打
診
を
す
る
つ
も

り
で
す
。
そ
の
時
は
な
に

と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

秋
の
夜
長
の
ひ
と
時
を

少
し
硬
め
の
お
話
で
。

議
会
の
在
り
方
を
町
民
と
共
に
考
え
、
町
発
展
に
繋
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
た
ま
に
は
気
楽
に
議
会
と
語
り
ま
し
ょ
う

友游会との議会と語ろう会

連合婦人会の役員さん方との議会と語ろう会


